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はじめに

マカー語(makaa. 本人たちの発音ではmaka') というのは、アフリカのカメルーンの南東

部に話されるパントゥ系の一言語であるo 13 

本論文でこの言語の表記に用いる子音字とその概略的音価は、次の知くである。

b ([b]) ， 6' (内破音の b) ，c ([t S;])， d ([d]) ， d' (内破音の d) ，f ([f]) ， g ([g]. 

j ([d3] ，長([副， k ([k]) ， 1 ([1])， m ([凶)， n ([n]) ， ni (旬])， ny (刷)，

p ([p]) ， r ([r ])， s ([s]) ， sh ([fO])， t ([t]) ， v ([v]) ， w ([w]) ， y ([jJ)， 

zh ([事])， 回/n (子音前鼻音).

母音字は、次の通りである。

i ([i])， e ([e]) ， e ([εJ) ， a ([a]) ， a ([心)， 0 ([:>])， 0 ([oJ) ， u ([u]) ， 

a ([a]). 

2) 

母音には長短の区別があり、さらに、 B，g，g といった鼻母音がある。この言語の母音は

かなり聞き分けにくく、本論文の記述にこの点での観察の誤りが含まれている可能性があ

る。大体、上記の 9母音説も筆者の解釈にすぎない。

アクセントについては、母音字上の'で『高』を、 A で『下降調J を、ーで『中〈位の

高さ) J を、無印で「低J をあらわす。

この言語における人称主格接辞3) の形は次の通りである。この言語には、多くのパント

ゥ諸語に認められる対格接辞4) は、認められない。

単数 1人称

2人称

3人称

ma 複数 1人称

wo 2人称

ny ;tあるいは a 3人称

sha 

bi 

ba 

クラス日主格接辞は、次の通りである。クラスは名調例で示す。ハイフンは、接頭辞と

語幹の境界を示す。 I~日は単数名詞のクラスで、 日I~VI は複数名詞のクラスである。

1. m-ot r人J ， mw-ar' r妻J ，ti4 f甥J (接頭辞ゼロ)， J<i g( r子供J (同)，
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nj8m r夫J (同)， -shwdr 友達J (同) 単数 3人称に同じ

11. nj'p r家J (接頭辞ゼロ). • be~ r鍋J (同). sh(nge r猫J (同).

pond6 r瓶J

11 1. b-ot r人J ， bw-ara r妻J cf. 1. 複数 3人称に同じ

IV. mi -taa r甥J • mi -nj8m r夫J ，mi-nj4pf 家J cf. 1/1 1. mi 

v. ma-shw6 r友達J • ma-be~ r鍋J cf. 1/1 1. m~ 

VI. b i -kaga r子供J ， bi-sh(nge r猫J ， bi -pond6 r瓶J cf. I/I I. bi 

つまり、単数名詞の場合は、人聞をあらわすかそうでないかの区別であるが、複数名詞の

場合は、接頭辞による区別である。

主格接辞をS であらわすが、(1)単数 1--3 人称、 (2) その他のそれ、がアクセントの

面で区別される。それぞれをSt. S2 と呼ぶことにする。この言語の動詞自体は元来のアク

セントの型 (A 型・ B 型的)の対立を保存している。

なお、このインフォーマント(言語?)のアクセントはかなりぷれるようである o 従っ

て、本論文の記述にところどころ不確かな部分がある。

6 1. 不定形

この言語の動詞にも、不定形と呼んでよい形( r-- すること J の意)がある。

不定形は、

ma + 語幹

という構造を有する。アクセントは、次のように表示しうるように思われる。 c は子音(+

半母音)を、 v は母音をあらわし、 X は任意の音索列 (O でもありうる〉を示す。
ノ ，

A 型: maCV(C)CVX ( ( )内の C があらわれれば、 X の直前のCV はCV となる。 X = C な

ら、 (C)C も¢でありうる o ( )内の C があらわれない場合、 X ::: C もしくは X
〆 A

= oなら、直前のCV はCV となる。 x= oなら、 (C)C も¢でありうるが、 X の直

前のdはV となるo X =必なら、直前の cv あるいはd もがでありうる。 r調整

規則7> 1 J と呼ぶ).

B 型 maX.

mastfam r切る J • m~d'g r見(つめ〉る J . 防 bfi rたたく'J ， ma~nd r縛る J • 

madfgS.r 燃やすJ ， m診sh6n6a r否定するJ ， Ill'd lwing'-laa r呼ぶJ ， 

m~bllg r分けるし ID~y，g"la r教える J ， IDl 蜘jzhda 「集める J • 

mal1gdl rついて行く J • (以上 A 型)



mðk~ r行く J • maddd r適りすぎるJ • m9ban r拒否するJ • m&pulaa r混ぜるし

maj~mzhi r起こすJ • makwamzhaa r準備するJ . (以上 B 型)

なお、この言語の不定形は、あとに目的語を続けることができない。 r本(単数時l~rg、

複数bik~rele) を読むこと (ma16a)J ということをあらわすには、

mg166m1416re 

m~l'á 阻電 bik~l~re 
という。皿討まクラスV にたいする『のj という意味の語であり、文字通りには『本の読む

ことJ である。 msib- は、あとに語が続くことにより、 m-a 16{ となっている o

~ 2. 直説法形

~ 2-1. 逮過去形

1週間以上前に行われた行為をあらわす形は、

主格接辞+ a + 語幹

という構造を有する。主格接辞+a の形は、次の如くである。

単数 1人称 皿aa ， 2人称 waa. 3人称(=クラスI) nyaa ， 

複数 1人称 shaa ， 2人称 byaa. 3人称(=クラス 11 I) baa. 

クラス 11 yaa. IV myaa. V maa. VI byaa. 

アクセントは、次の如く表示しうる。なお、この形の場合、ふれのアクセント上の違いは

あらわれない。+ 1 は、調整規則I を付け加える必要がある、の意である。

A 型: SaCV(C)C~X ( + [ ). 
点、 F

B 型: SaCVX ( X = (C)V(~) の時、 CVはCVとなる。 r調整規則IIJ と呼~.t).

皿aasttam r私は切ったj ，maad6g ，maabfi ，maaEind ，madfd ，maas116116a ， 

maal~ng・ laa， maab66g， Eaaddle， makwizhia， IBaalfgSl;

baash~m r彼らは切ったJ • et~ (以上 A 型)

maa 鴎 「私は行ったJ ，maadiamaab3n ，Eaapdlaa ，IBaa-31EZ11i ，maaltwhzhaa; 

baak~ r彼らは行ったJ • et~ (以上 B 型)

~ 2-2. 過去形

1週間以内の過去のある時点に行われた行為をあらわす形は、

主格接辞+語幹
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という構造を有する。単数 3人称主格接辞は、 nya である。アクセントは、次の知く表示

しうる。なお、この形の場合も、 S.S2 のアクセント上の違いはあらわれない。

A 型:6cd(C)cdx(+i).

B型:j&X.

IEmIndlJ6 会釘仙s剖油h命6

m尚'b凶6“6匂g，miY6613 ，皿jkwdzhda ，mdlfg31;

bdshjm f彼らは切ったJ ， etc. (以上 A 型)

m~k~ r私は行ったJ ，mddszdSban ，mdPulaa ，阻みmzhi ，面6kmmhaa;

b~ka r彼らは行ったJ ， etc. (以上 B 型)

~ 2-3. 現在形

今行われている行為をあらわす形は、

主格接辞+ gd +語幹

という構造を有する。単数 3人称主格接辞は、 a である。アクセントは、次の知く表示し

うる。

A 型:SIgeed(C)cdx(+I) ，L6cd(C)cdx(+I).

B 型:SIP1626dx(+II).

mgpsh4mf 私は切っているJ ， mdgad'g ， m~g~b(i ， magdmind ， IDd g9d{ g")， . 

m，gash6nia， E3g ，lwdng'laa， mepbUg， mpY6619・ m~g&蜘ízhía. m~g~1イ61;

b6gdst16m f彼らは切っているJ ，bigddjg ，bjgdbfi ，bSgdmdnd ，bGgddfg3 ，

bigh116Ilia， bdgdldng'laa， bjgdbddg， badyjgdla， b66蜘'zh~a， bSgdl {g~l. 

(以上 A 型)

mag)k~ r私は行く途中である J ， mag~dSi:四球~b)ß. mÞg~pulaa. n阿川島田zhi.

田谷pkw 細 zhaa;

b6g)ki r彼らは行く途中であるj ，b66d 伝 bdgS 前l，b46pdlaa ，bi66 回zhi ，

Ö)~蜘I~mzhaa.

fi 2-4. 未来形

1週間以内の未来のある時点に行われる行為をあらわす形は、

主格接辞+ ~ + 語幹

という構造を有する。主格接辞+e の形は、次の如くである。

(以上 B 型)



単数 1 人称 m~~， 2人称略岳 3人称(=クラスI) ee

複数 1人称 shee ， 2人称 byee ， 3人称(=クラス 11 I) bee ， 

クラス11 yee ， IV myee ， V mee ， VI byee. 

アクセントは、次の如く表示しうる。

A型: SI~CV(C)C~X ( + 1 )， ~2gCV(C)CVX ( + 1 ). 
B 型: S. eX ， S2eX. 

R55shj 阻 f私は切るJ ，阻I~~d，g，四gEbfi ， mgE目白d， mgEdfdS， mggs116血，
mggiwdng'laa， E9966g， mggY661も，皿~ÇJ胸izhda， IBSElfZ21;

bdpilim f彼らは切るj ，bjgdjg ，beEbfi ，MEEdnd ，b6gdfdS ，bigs116 白，

b~~lw'og' laa ， ~~báíg， b~~y6g~1~ ， b色蜘'zhaa ，b~~l (g~l. (以上 A 型)

m~~k~ r私は行く J ， m~~dSt. m~~bðn， m~~pu laa ， m~~お皿zhi，皿ee蜘佃zhaa;

b旬。 r彼らは行く J ， b~~d'絞 b~~ban， b台pulaa ，b~~iðmzhi ， b~~蜘a帥aa.

g 2-5. 逮未来形

1週間以上あとの未来のある時点に行われる行為をあらわす形は、

主格接辞+ a + 語幹

(以上 B 型)

という構造を有する。構造は g 2-1 の形と等しいが、アクセントが異なる。アクセント

は、次の如く表示しうる。 S，S2 のアクセント上の違いはあらわれない。

A 型: ~~cÝ(C)CÝx ( + 1 ). 
B型:鋭 (C)V(C) ( X =Id: なら、 V は?となる。 r調整規則111 と呼ぶ).

皿iá's~四 『私は切るJ ，madddg ，E46bfi ，ddEdnd ，皿66d{gS ，mG6sh6nb ，

皿ailw'ng' laa ，皿"bi{g ，m"y~g}l弘田"kwízhla， mailig 会1; 

b66shGE f彼らは切るJ ， etc. (以上 A 型)

miak 会「私は行く J ，E66damddbh ，miipi16a ，皿66S65zhi ，m66 蜘'mzh'a;

b'ãk~ r彼らは行く J ， etc. (以上 B型)

g 2-6. 遠過去進行形 (1)

1週間以上前のある時点に行われていた行為をあらわす形は、

主格接辞 +a+nt+ 語幹

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。 S.S2 のアクセント上の違いはあ
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らわれない。
ノ ノ

A 型: Sar~CV(C)CVX ( + 1 ). 

B 型:SaAx.

maa4sh 仏 『私は切っていたJ ，maaAdg ，maadbfi ，IBaarddnd ，marddgS ，

maads116116a ，marawing-iaa ，maadbddg ，Eaar6Y6619 ，maaditwdz116a ， 

maadlfgGl; 

baa~sh'm r彼らは切っていたJ ， etc. (以上 A 型)

回aarikel r私は行く途中だったJ ， maa 印 後四aadbm ，mardPulaa ，maarjJsmill-

回aadkwamzhaa;

baadb f彼らは行く途中だったJ ， etc. (以上 B 型)

6 2-7. 遠過去進行形 (2)

62-6 の形と同様の意味をあらわす形は、

主格接辞+ a + del + r& + 語幹

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。やはり、 S，S2 のアクセント上の

違いはあらわれない。

A 型:Sa6mcd(C)cdx(+i).

B 型: Sad'r< バ.

IBaaf16rM14111 「私は切っていたJ ，maaddmdjg ，mad4mbfi ，mad6m 皿ind ，

maaddradfgi 皿aaddmsh6nda ，Imddrplwing'laa ，maad4mb46g ，maad4raY66l ，，

maad4m 蜘4zhda ，maad6mlfg31;

baadims114m 「彼らは切っていたJ ， etc. (以上 A 型)

皿aad' r;， ke- r私は行く途中だったj ，maaddredSCmaddmbBn ，maad6rePIliaa ， 

Inaadjr巧~mzhi，皿aadio蜘amzhaa;

baad40b f彼らは行く途中だったJ ， etc. 

6 2-8. 過去進行形 (1)

1週間以内の過去のある時点に行われていた行為をあらわす形は、

主格接辞+ ra +語幹

(以上 B 型)

という構造を有する。単数 3人称主格接辞は、 nya である。アクセントは、次の如く表示

しうる。なお、この形の場合も、 S.Sz のアクセント上の違いはあらわれない。



A 型: sr& cv(c)evx ( + 1 ). 
B 型:お cvx ( + 11 ). 

m'nsh'm r私は切っていたJ ，mhddg ，m6rebfi ，mdrmind ，mjrbdfgS ， 

mhsh6nia ，mdrbiwing-laa ，drabddg ，mdrW4619 ，Indrakwdz116a ，drddl; 

bdrashdIB f彼らは切っていたJ ， etc. (以上 A 型)

田arak-; r私は行く途中だったJ ・16rBdh; 命abSIl ，dmpdim.16r 川和zhi ，

drB 加をmzhaa;

bGrBdr 彼らは行く途中だったJ • etc. (以上 B 型)

!} 2-9. 過去進行形 (2)

!} 2-8 の形と同様の意味をあらわす形は、

主格接辞+白 + ra + 語幹

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。やはり、 8.8 2のアクセント上の

違いはあらわれない。
〆 ，I / 

A 型: Sd~~CV(C)CVX ( + 1 ). 

B 型: ~dð~CVX ( + 11 ). 

E14brSsdEl f私は切っていたJ ， mGdBr6dig， mdbr4bfi ， IBddadmdfld，皿'd~Hid(g~

IBGdBrds116116a ， 目白、rjlwdng ・laa. 前dBdb46g ，mSdaraY6dlB ， E4d ，rdhwdzh4a ， 

ddadlfdl; 

b《dBr 《s114mf 彼らは切っていたJ ， etc. (以上 A 型)

mddB6KSr 私は行く途中だったJ ，副知，rddi ゑ m6dBdb 令n，mddardpdlaa ，

16deI4611lzili ， mid3rj蜘~mzhaa;

bjdM6K2f 彼らは行く途中だったJ ， etc. 

!} 2-10. 現在継続形

まだ行われている行為をあらわす形は、

主格接辞+ ga + naa +語幹

(以上 B型)

という構造を有する。単数 3人称主格接辞は、 a である。アクセントは、次の知く表示し

うる。 8.8 2のアクセント上の違いはあらわれない。

A 型: S匂g例例&制州naa

B 型:sgmaadx(+II).
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〆 ，
magamas14 皿 『私はまだ切っているJ • m~g加aad~g. m~g~naab1i. mag~naamínd. 

ハ ノノ ノ， ノ/m~g~naad1gâ， m)g~naash6náa， m9g~naalw'ng' laa ， m~g~naab~ág. m~glnaayig~l~. 

mag~naak~zh'a. mag~naaI1g~l; 

bsgbIlaasiltIB 「彼らはまだ切っているJ • etc. (以上 A 型)
/ 

回3gmaakS f私はまだ行く途中であるj ，mpnaad3S ，m3gwlaabCfi ，lpgamapdlaa ， 

lmgbflaadlnzhi ，Impmaltdnzhaa; 

bagë>> naak~r彼らはまだ行く途中である J • etc. (以上 B 型)

g 2-1 1. 現在習慣形

いつも行われる行為をあらわす形は、

主格接辞+ ra +語幹

という構造を有する。単数3人称主格接辞は、 a である。 g 2ー 8の形とはこの点を除い

て同じであるが、アクセントが異なる。アクセントは、次の如く表示しうる。 S.Sz のアク

セント上の違いはあらわれない。
〆 J ノノ

A 型: S"CV(C)CVX ( + 1 ). 
~ .1 ハ

B型: S向ωx ( + 11 ). 

mddshdmf 私は切る j ，m66dig ，mddb{i ，m告白6nd ，m6r4dftS ，B44sh6nb ，

mtrdlwing'laa ， 1116rdbda ， 皿金三ydg6l ，， 1661tWizI16a ， m361fg31; 

birishimf 彼らは切るJ • et~ (以上 A 型)

mdr 《K3 「私は行く j ，mjAdtam646n ，Indriplflaa ，前r' :i Cmzh i. II 治ilfW212Zilaa;

b{r'kt r彼らは行く J • etc. (以上 B 型)

g 2-12. 遠過去否定形

s 2-1 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a + 語幹 + di 

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。 S.S2 のアクセント上の違いはあ

らわれない。

A 型:Sacd(C)cdx di (()内の C があらわれれば、 X の直前のcY'iCV となる。 x

C もしくは X =がなら、 (C)C も万でありうるo X =必なら、直前の CV あるいは

6もg でありうる。 r調整規則IVJ と呼ぷ).
，、 A ノ

B 型: SaCVX di ( X = (C)V(~) またはX = Rf lの時、 CV はc¥f Iとなる。 r調整規則V J 



と呼ぶ).

回aash~m di r私は切らなかったJ ， maad'g di ， maabfi di ， maam6nd di ， 

maad(g' di. maash6n'a di. maalwlng' laa di. maabaig di. maay~g61~ di ， 

maa~zh{a di. maal(g~l di; 

baash~m di r彼らは切らなかったJ • etc. 以上A 型)

maa l6 di r私は行かなかったJ • maadft di. maaban di. maap~laa di. 

四aatamzhi di. maakwamzhaa di; 

baak~ di r彼らは行かなかったJ • etc. (以上 B型)

a 2-13. 過去否定形

~ 2-2 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a + 語幹 + e 

という構造を有する。語幹末尾のaa は eの前で aとなるようである。アクセントは、次の

如く表示しうる。
，〆，-

A型 S. aX e. S2 aX e. 

B 型:SE46 ，62iEE
maash'm ~ r私は切らなかったj ，maaddg6 ，maabffG ，ma 細6nd6 ，maadfg66.

maash6rrá~. maalwang ・16tmaabadg t IEaaydgd144maa 胸'zh' e. maal (g~l ~; 

baashim e r彼らは切らなかったJ • Ifa~d i'g e. baabii e， b'amand e， b"diga e， 

b"shona e， b"lwang' la e， b~'bããg e，凶ayagSli e， b~lkwãzhãιb~'lig~l e. 

(以上 A 型)

四aa~ ~ r私は行かなかったJ ，maaditG ，mabdI16 ，maaP6146.maadmzhft 

maakw' 皿zh' ~; 
bi6K5E f彼らは行かなかったJ ，b66d5fa b46bhE ，b66pElE E bddjhizhT E 

b"kwamzha e. (以上 B 型)

~ 2-14. 現在否定形

~ 2-3 の形に対応する否定形は、

主格接辞 +g~+~+ 語幹

という構造を有する。単数3人称主格接辞は、 a である。アクセントは、次の知く表示し

うる。
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〆〆 / /〆
A 型: S.g~~CV(C)CVX ( t 1 )， SzgarsCV(C)CVX ( t 1 ). 

B 型:SIgamcOX(+II) ，Ldrddx(+ii).

m'a g~ n sh~m r私は切っていないJ ，m929nd4g ，Imprabii ，mapmm4nd ，

mepmdfg3. 四9mmsh6nda ，mepmlwhg'laa ，mmmb66g ，magamyhdie-

皿3gBrskW6zhia ，m，gM31fdl;
b命令6shdmf 彼らは切っていないJ ，bigGr4ddg ，bjgdrjbfi ，b464mdnd ，

bdK4ridfgS ，bdgirdsI16Ilia-bjgjrdlwillg'laa ，b免許ibidg ，badMY6613 ，

bjkjrj 蜘dzh4a ，b56rdlfdl. (以上 A 型)
1 A 

magara l{会『私は行く途中ではない J ，mgBradga mapmbM.magamp61aa ， 

mmmdmzhi ，mmmdEZhaa; 

b命令ðk~ r彼らは行く途中ではないj ，bjg6rddiz bjgddbGn ，bdkdrdpdlaa ， 

bddrjsGBZhi ，bdgdr4 蜘iEZhaa.

6 2-15. 未来否定形

62-4 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a t 語幹 t e 

(以上 B 型)

という構造を有する。末尾のaa は eの前で aとなるようである。アクセントは、次の知く

表示しうるようである。 A 型については、若干データ不足で、推定が加わっているo

A 型: S.aCV(C)CVX e ( t IV ). 

dJcd(C)cdx e (+IV). 

B 型:Stache (+V) ，LicOx e (+V). 

mash41n e 「私は切らないJ ， maad'g e. maab{( e， maam'nd e， maad(g' e， 

maash6n' e. maalwing' lae. maab~~g e. maaY，g) l~ e， maa 蜘4zhie ，IBaalfdl e; 

b~ãsh!m e r彼らは切らないJ ，bddd5g e，bdaff e，baddnd e，bdG イgde ，

baash6n' e， b"lwang' la e， b'abi'g e， ~，y，g~l~ e， ba' 胸azh{ e. b'il {g~l e. 

(以上 A 型)

m蜘l

maakwal 阻zha e; 

bí~k' e r彼らは行かないJ ， b~~d伝 e. b~~b~n e. ba'pGla e. b~'t~mzhi e， 

b~'kw'l皿zha eO (以上 B型)



fi 2-16. 逮未来否定形

~ 2-5 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a + 語幹 + di 

という構造を有し、 6 2-12 の形と同じであるが、アクセントが異なるo アクセントは、

次の知く表示しうる。 8，82のアクセント上の違いはあらわれない。

A 型:Sir dT. 

B 型:6iZdT.

m{ash 事1n di r私は切らないj ，middEg d工m46bTT dzddmhd dlddd7g5dl 

m"shonaa di ， m"lwang' laa dr. m"baag dT ， m'áy~g~li dT. m~'kwãzhãã dI ， 

m6617g31 dT; 

b"sh 'i m dI r彼らは切らないJ ， etc. (以上 A 型)

nmflki dT r私は行かないJ ， m"di~ dT ， m'aban df. m'apulaa dT ， m"J)mzhf dI ， 

m"kwamzhaa di; 

bá~kij di r彼らは行かないJ ， etc. (以上 B 型)

6 2-17. 逮過去進行否定形

~2-6/7 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a + d) + r~ + d~ + 語幹

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。 8，82のアクセント上の違いはあ

らわれない。
/ 

A 型: Sad 色。daCV(C)CVX ( + 1 ). 

B 型:SaddrM4x.

maad ら dGh 仏 「私は切っていなかったJ ，maaddhdatg ，maaddmd 命令，

mad4nd4hhd ，maadnd6hfgS ，maad40d 会h6naa ，maad'nd(lw6ng' laa ， 

maad ゐdZbddg ，maadJMdyjgilhmadrMadzhda ，maaddrbddlfgS1;

baad 《ndsh45 r彼らは切っていなかったJ ， etc. (以上 A 型)

maadndbf 私は行く途中ではなかったJ ， maad ゐd{d 鉛四aad 6~ d( b~n， 

m d M 《p山 a，maad ふd{j 細 zhi ，皿叫んdiMmzhaa;

baad{nd'ka r彼らは行く途中ではなかったJ ， etc. (以上 B 型)
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g 2-18. 過去進行否定形

g 2-8/9 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a'+ dee + re t 語幹

という構造を有し、アクセントは、次の知く表示しうる。

A 型:SIadddrdcd(C)cdx(+I) ，SJdeerdC4(C)cdx(+i).

B 型:Slddr 命令 (+iI) ，626deerdc?x(+II).

maadá6r6sh~m r私は切っていなかったJ • maad~~ré'd ，g. maad~6r~b( i， 

maadl6ré'm6nd. 四aadé6r6d{g~ maad~6r~sh6n'a. maad6erelwang' laa. 

maad~6r6b~ág. 皿aad66r6Y42《lhmaad66r6胸~zh'a. maad~~r611~1; 

ba'deer6sh'm r彼らは切っていなかったj ，baideer6dig.b4ideer6bfi ， 

b"deer~m'nd. b"deer~d{g~. b~'deer6sh6ß'a. b"deer6Iw6ng' laa ， 

b~'deerlbííg， b'{deer6y~g'1) ， b"deer6kwizhia ， b"deer~lfgðl. (以上 A 型)

maadéêr~k~ r私は行く途中ではなかったJ ，mad66rddismaad66r66n ，

maad~6r6p61aa， maad~6réf}mzhi ， maad66r6kw~mzhaa; 

b"deer~k~ r彼らは行く途中ではなかったJ ，b86deer66 £ bdddeer6b 念n，

凶4deer6P61aa ，baddeer 臼amzhi ，b~deerfkwimzhaa. (以上 B 型)

g 2-19. 現在完了否定形

『もう~した j ということをあらわす形は、

bw~ +過去形

という構造であるが、 「まだ~していない J ということをあらわす形は、

主格接辞+ na + daa +語幹

という構造を有する。単数 3人称主格接辞は、 a である。アクセントは、次の如く表示し

うる。

A型 SIßadáaCず(C〉 cdx(+IL6znadd必ず'(C)C~X ( + 1 ). 

B型:SIIiad6ax ，62nad6ax.

m~nad'ash'm r私はまだ切っていないJ ， mdnad 制 'g ，m~nad'abfi ， m~nad{a~nd. 

manaddadfE2 ， 四加adíash~n'a， ωnad&a 1 w6ng' 1 aa ， 四)nadáab~{g. ~ßad~aySgSlÐ. 

m加ad'ak~zttaa， m加ad~alí~1 ; 
b'nadaas t6 m r彼らはまだ切っていないJ ，bhaddM6g ，b6nad6abfi ，bdnaddadIld ，

b'nadáad1g~， b~nadáash6n6a. b~;ladáalw'ng' laa ， b'nadiab 6. ig ， b~nad~aYS61~. 



b'nad'akw'zh~a， b'nadlalfgdl. (以上 A 型)

IIld nadaak ~ r私はまだ行っていないJ ， m~nad'adSâ， m)nadlabetn ， m~nad'apu I aa ， 

m:madla ねmzhi ，.m~nad6a蜘amzhaa;

b'nad'ak~ r彼らはまだ行っていないJ ，尚nad'adi~， b~ nad'ab~n， b~nad'apu laa ， 

b{nadaa1 細 zhi ，b~nad'akwa阻zhaa. (以上 B 型)

6 2-20. 現在継続否定形

6 2-11 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ ga + ra + bagaa + 語幹

という構造を有する。単数 3人称主格接辞は、 a である。アクセントは、次の知く表示し

うる。 S.S2 のアクセント上の違いはあらわれない。

A 型: Sga Ab，gaaCV(C)C~X ( + 1 ). 

B 型: Sga 伶 b6gaaX.

mag~r~b，gaash~m r私はもう切っていなしリ， mag~nb，gaad，g， m~g~ r'ð b，gaab{i ， 

magbrbb~gaamánd， m~ga~b，gaad{gS， magar~b，gaash6n'a， m~g~rlb，gaalw'ng' laa ， 

m，gd n b'gaabi6g ， 皿)gar~b，gaay(g'l~， 回診g~rl~gaak~zh'a， m)gðr~b，gaal{gâl; 

b~gbr~b，gaash'm r彼らはもう切っていないJ ， et~ (以上 A 型)

IB3gbrebdgaalta f私はもう行く途中ではないJ ， ma g-lr9凶 "gaadia ，m'ðgðnb，gaab~n， 

maga f"d bagaapulaa ， m~pl(> b'gaa:hmzhi ， magar~b，gaakw佃zhaa;

bBgbrbbigaalE3 f彼らはもう行く途中でないJ ， etc. 

6 2-2 1. 現在習慣否定形

6 2-11 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a + ree + 語幹

(以上 B 型)

という構造を有する。単数 3人称主格接辞は、 a である。アクセントは、次の如く表示し

うる o S.S2 のアクセント上の違いはあらわれない。

A 型:Sarhcd(C)cfx(+I).

B 型: sar6e Ĉvx ( + 11 ). 

maar6esh'm r私は切らないJ ， maarhdjg，皿aar~eb{i. maar~em'nd， maar~edイga
maar~esh6náa， maar~elw'ng' laa ， maar~eb'ág， maar~ey，g~ll， maareekw'znaa ， 

maarもel{g~l;
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baar~es~m r彼らは切らないJ ， etc. (以上 A 型)

maarhd 「私は行かないJ ， maaréed~t， maar6eb~n， maar~ep~laa， maar6ef~zhi. 
maareekw6mzhaa; 

baaréek~ r彼らは行かないJ ， etc. (以上 B 型〉

6 3. 命令・禁止形

63-1. 命令形

63-1-1. 対単数命令形

相手が単数の場合の命令形は語幹の末尾に(語幹が子音で終わる場合) g 、 (語幹が母

音で終わる場合)k をつけた構造であるが、若干例外もある。アクセントは、次のように表

示できる。若干データ不足である。

A 型:i.
ノ

B 型:CV(V)(C)i(X=8 なら、 は一つ前にうつる。 r調整規則VIJ と呼ぶ).

sh4mgd 「切れJ • d，g~ r見(つめ〉ろ j ，bffgG 「たたけJ • mang' r縛れJ ， 

dfdk 「燃やすJ ， sh6n"k r否定しろJ • lwang' la6k r呼べJ ， 

bG6g6 「分けろJ ，ySE3161f f教えろJ • kw'zh'{k r集めろJ • (以上 A 型)

k'k r行けj ，{lSSg 《「通りすぎろJ ，bang4r 拒否しろJ ， pulaik r混ぜろJ ， 

羽田zh1k r起こせJ ， kwamzh~'k r準備しろJ • (以上 B 型)

63-1-2. 対複数命令形

相手が複数の場合の命令形は、語幹+gaa のような形である。アクセントは、次のように

表示できる。若干データ不足である。
ノノ

A型 Xgaa.

B 型: CV (V) (C) Xg~a. 

S116mgia 「(君たち)切れ J ，d《ggda ，bffgda ，E1611gda ，dfghda ，sh6nddgda ，

lwing-166gda ，bddgda ，yjgS166a ，kwdzhidgda. (以上 A 型)

dssgda f通りすぎろj ，bmgda ，pu1666a ，nIEzhfda ，hwamzhdadh. (以上 B型)



63- 2. 禁止形

63-2-1. 対単数禁止形

相手が単数の場合の禁止形は、

daa +語幹

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: daaCV(C)C~X ( + 1 ). 

B 型 daaX.

daasb 仏 『切るなJ ，daadig ，daabfi ，daamdnd ，daMfd.daas116nda ，

daalddlaa ，daabddg ，daaydgdlB ，flaahdzIlia ，daalfgQ1. (以上 A 型)

daakd r行くなJ • daad~~. daab3n. daapulaa. daatdmzhi. daa 胸amzhaa.

もう一つの形は、

daa + b~ + 語幹

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: dω~cv(c) éVX ( + 1 ). 
B 型:daabBCGx(+II).

(以上 B型)

daabasiltIIl f切るなJ ，daabedGg ，daaMb イi. daab~m{nd， daab~díg)， daabash6n~a， 
daab~lwáng・ laa， daabbddg， dub-yjgSl§， daabBkdz116a， daab討-(gS I.

(以上 A 型)
/べ A ノ ハ

daab 'd k， r行くなJ ， daaoodi a'， daab~b~n. daab~púlaa， daab~f'ð mzhi. 

daabkwd 皿zhaa.

63-2-2. 対複数禁止形

相手が複数の場合の禁止形は、

bi + daa +語幹

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: bidaaCV(C)CVX ( + 1 ). 

B 型 bidaaX.

(以上 B 型)

bidaash'm r (君たち)切るな J .' bidaad 令. bidaab イi. bi 伽 mi 叫 bidaadfgS ，

bidaash6naa ， bidaalwing' Iaa. bidaab~íg. bidaay{~Ið. bidaakwizh(a. 

35 



36 

bidaal íg~1. (以上 A 型)

bidaak~ r行くなJ • b i daad i"a. b i daaban. b i daapu 1 aa. b i daatamzh i. 

bidaakwa 回zhaa. (以上 B型)

もう一つの形は、

bi + daa + ba +語幹

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。
ノ /

A 型: bidaabaCV(C)CVX ( + I ). 
J、

B型: b i daa l>> CVX ( + 11 ) . 

bidaabas tt<四 r (君たち)切るな J • bidaabad'g. bidaabab Ii. bidaa~mánd， 
bidaabldf ぷ， bidaab 'd sh6naa. bidaab~lw'ば laa. bidaab~b，{g， bidaab~y ，g~la. 

bidaabakw6zh'a ， bidaa 協 1íg~l. (以上 A 型)

bidaabðk~ r行くなJ ， bidaabad~f， bidaabab~n， bidaab~p~laa， bidaab りらzhi.

bidaab3kw~mzhaa. (以上 B 型)

~ 4. 接続法形

r........ が~するように J と訳すと何となく意味の通じる形があり、パントゥ諸語研究では

『接続法J と呼ばれることが多い。

接続法形は、

主格接辞+ 語幹+ gi/ k (子音の直後に gi 、母音の直後にk)

という構造を有する。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: SX. 
A 〆

B 型: SCVX ( X = (C)V(........) 時、 CV はCV となる。 r調整規則VII J と呼ぶ8) ). 

r........ しよう j という形(複数 1人称形〉で例示する。

shash'mg{ r切ろう J ，Sinddggf ，slmbffgf ，stIM611gf ，shMfg 仏， sh ぉh6n46k

sh -a lwing ・1"k. (以上 A 型)

sb 州市こうJ • shas き'g i， sha b~ng i，州I~laak. 州tmhik. (以上 B 型)

~ 5. 連体修飾形

次に、動詞がうしろから名詞を修飾する時の形を見る。ややデータ不足である。例示に

は、 IIlwadiB 「教えるJ 、mlkuzhaa r買う J を用いる。



~ 5 -1. 直接修飾形

まず、名調が動詞のあらわす行為の主体をあらわす場合( r直接修飾J と呼ぼう〉を見

る。

~5-1-1. 遠過去形

~ 2-1 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a + 語幹

という構造で、文末にY~を置く。アクセントは、次のように表示しうるo
/ ノ ノ

A型: S.aCV(C)CVX ( + IV) ， S2aCV(C)CVX ( + IV). 
/ ^ I、

B型: S.aCVX ( + V )， S2aCVX ( + V ). 

例は、動詞のすぐあとにY~がつく形であげる。以下、同様であるo

mot Ilyhyjgdle ye 「教えた人J ， 

bot baaY'g'l~ Y~ r教えた人々 J • 

mot ny~akÓzhaa Y~ r買った人J ， 

bot baakuzhaa ye r買った人々 J • 

a5-1-2. 過去形

~ 2 ー 2に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ 語幹

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうるo

A型:SCV(C)cdx(+IV).
， /、

B 型: SCVX ( + V ). 

mot IlyjyjdlBYEf 教えた人J ， 

bot bjydkdl ，yg 『教えた人々J • 

mot nY'kGzhaa yg r買った人J ， 

bot b5itdzhaa YE 「買った人々J • 

~5-1-3. 現在形

a2-3 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ g~ +語幹

という構造で、文末にY~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)
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A 型:Ssgackc)cdx(+iV) ，gzgdcd(C)cfx(+IV).

B 型:81gbx.326cOX(+V 〉.

mot agaY4g618YE 「教えている人J ， 

bot bdgiyjgSia ya 「教えている人々 J • 

mot agakuzhaa y旦「買っている人J ， 

bot bidldzhaa ye 「買っている人々し

~5-1-4. 未来形

~2-4 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ e +語幹

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:Geed(C)cGx(+iV).

B 型:ieX.

mot jgY4618yg 「教える人J ， 

bot b6eY661b ye 「教える人々 J • 

mot g~kuzhaa y~ r買う人J ， 

bot bhk 帥 aa y!:. r買う人々 J • 

~5-1-5. 逮未来形

~2-5 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a +語幹

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:Six-
B 型: ~;X. 

mot ny''ay)g)l~ y~ r教える人J ， 

bot b~'y沌診 la yg r教える人々 J • 

mot ny~'kuzhaa y~ r買う人J ， 

bot b~'kuzhaa y~ r買う人々 J • 

~5-1-6. 逮過去進行形

~2-6 に見た形に対応する直接修飾形は、

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)



主格接辞+ a + rd +語幹

という構造で、文末にye を置く。アクセントは、次のように表示しうるようである。

A型:61adcd(C)cdx(+lV) ， Sza仇イ(C)C~X ( + IV ). 

B 型:61ar4x ，S2Mix-

mot Ilydadyddla yg 「教えていた人J ， 

bot baarjyjdlayg 「教えていた人々 J • 

mot ny~arãk帥aa ye r買っていた人J ， 

bot baa rS kuzhaa ye r買っていた人々 J • 

~2-7 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a + d~ + r珍+ 語幹

(以上 A 型)

(以上 B 型)

という構造で、文末にye を置く。アクセントは、次のように表示しうるようである。

A 型:Sladsmcd(C)cdx(+IV) ，szad 《ncd(C)CCx(+iV).

B 型: ~.ad~川， S品2a6 拘 X.

mot n町IY'おad“l~らI陪3吋yd4g64l拘~ ye r教えていた人J • . 
bot baa“d{r向3ηyバ'~l均a y花~ r教えていた人々 Jト. 

I皿E叩ot nY泊色1t ad6nt k加{“側uz油ha鎚a y沌包 「買つていfたこ人J • 

bot baa“d~会仏n川'ðk“t帥a鎚a y~ r買つていた人々 J • 

115-1-7. 過去進行形

~2-8 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ rd +語幹

(以上 A 型)

(以上 B 型)

という構造で、文末に砲を置く。アクセントは、次のように表示しうるようである。

A 型: ~raCf(C)C~X ( + IV ). 

B 型: S~ CVX ( + V ). 

IEOt nydrByddlb ygf 教えていた人J • 

bot bdnY6618 yg.f 教えていた人々 J • 

mot ndmkizhaa YEf 買っていた人J ， 

bot b《rB14zhaa yg 「買っていた人々 J • 

~2-9 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ d~ + r~ + 語幹

(以上 A 型)

(以上 B 型)

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうるようである。
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A 型:6daricd(C)ch(+IV).

" "，. B 型: SdeH もCVX ( + V ). 

mot Ilyjd346613 yg f教えていた人J ， 

bot b1dartY6613yg f教えていた人々 J • 

mot IIydderdldzhaa ye r買っていた人:J ， 

bot b{dardldzilaa ye f買っていた人々 J • 

65-1-8. 現在継続形

62-10 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ g() + naa +語幹

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: SganaaCV(C)CVX ( + IV ). 

B型 Sg~naaCむ( + V ). 

mot agBIlaaddla yg fまだ教えている人J ， 

bot bagmaaydg613yg 「まだ教えている人々 J • 

mot ag~naak6zhaa yg rまだ買っている人J ， 

bot b~g'ðnaak6zhaa y~ rまだ買っている人々し

65-1-9. 現在習慣形

62-11 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ re> +語幹

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:SAke)cGx(+IV ). 

B 型:idch(+V).

mo t 'r~y~g~ lb ye r教える人J ， 

bot d146618 ye 『教える人々 J • 

120t 6414dlaa YE 「買う人J ， 

bot b~r'k~zhaa y~' r買う人々 J • 

65- 1-10. 逮過去否定形

62-12 に見た形に対応する直接修飾形は、

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)

O!.l上 A 型)

(以上 B 型)



主格接辞 t a t 語幹 + di 

という構造で、文末にye を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: S.aCV(C)CVX di ( + IV) ， S2aCV(C)CVX di ( + IV ). 
， ̂ ^ 

B 型: S.aCVXdi ( + V )， S2aCVX di ( + V ). 

mot ny'ar'g~l~ di ye r教えなかった人J ， 

bot baaYGg'l~ di ye r教えなかった人々 J • 

mot ny'ak~zhaa di ye r買わなかった人J ， 

bot baak6zhaa di ye r買わなかった人々 J • 

6 5 - 1 -1 1. 過去否定形

62-13 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a +語幹 + e 

(以上 A 型)

(以上 B 型)

という構造で、文末にye を置く。アクセントは、次のように表示しうる。 ye の直前では、

e はi となるようである。

A 型:Six e. 

B 型:鈎 e.

mot nyá'Yðg~la i y~ r教えなかった人J ， 

bot b"Yðgll~ i ye r教えなかった人々 J • 

mot ny6'kuzha i ye r買わなかった人J ， 

bot b'ikuzha i ye r買わなかった人々 J • 

6 5 - 1 -12. 現在否定形

62-14 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ g~ + rd + 語幹

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: S~r()CÝ(C)CVX ( + IV ). 

B 型:Sgwdx(+V).

mot agapY661§ygf 教えない人J ， 

bot b~g~rc.y~g'l~ y~ r教えない人々 J • 

mot a~ J') k6zhaa ye r買わない人J ， 

bot bCÞg~~凶zhaa y~ r買わない人々 J • 

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)
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65- 1 -13. 未来否定形

62-15 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a + 語幹 + e 

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうるようである。 ygの

直前では、 e はi となるようである。

A 型: ~:CV(C)CVX e ( + IV ). 

B 型:ijc?x e (+V). 

mot ny~áy，g'l~ yg r教えない人J • 

bot b仏y，g~ l~ i y~ r教えない人々 J • 

mot nyiikozha i ye r買わない人J • 

bot bddkdzha i ye 「買わない人々 J • 

6 5 - 1 -14. 逮未来否定形

~ 2 -16 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a t 語幹 + di 

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:6jx di. 
/ I 

B 型: SaX di. 

mot nyaayagdl) di ye r教えない人J • 

bot b~áYðg~l~ di Y~ r教えない人々 J . 

mot ny~kuzhaa di y~ r買わない人J • 

bot b'~kuzhaa di y~ r買わない人々 J • 

65- 1-15. 逮過去進行否定形

62-17 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a + d) + rd + da +語幹

という構造で、文末にye を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:Ladjraflied(C)cdx(+IV) ，Szaddmdied(C)C1fx(+IV).

B 型: ~， ad会366?x(+V) ， S2adiredddx(+V).
mot Ilydadhdiyjgi13yg f教えていなかった人J • 

， ./ I ノ
bo t baad ~rð dもがg~la Y~ r教えていなかった人々し

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)



.~ .'.1 mot nyaad'rad もkuzhaa ye r買っていなかった人J ， 

bot baad~rad'kGzhaa ye r買っていなかった人々 J • 

~ 5 -1 -16. 過去進行否定形

~ 2 -18 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a + dee + re +語幹

という構造で、文末にyg，を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: ~àdeer~CV(C)CVX ( + IV ). 

B型: ~ãdeer6CVX ( + V ). 
mot ny 仏deeresg' 1.， yg， r教えていなかった人J ， 

bot bá'deer~YSg~l~ yg r教えていなかった人々 J • 

mot ny~deer~凶zhaa ye r買っていなかった人J ， 

bot 凶ádeer~kGzhaa ye r買っていなかった人々 J • 

~ 5 -1 -17. 現在完了否定形

~ 2 -19 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ na + daa +語幹

という構造で、文末にyg，を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型: ~nad'aCV(C)C~X ( + IV ). 

B型 ~nad'aX.

mot ánad~aySg'l~ yg rまだ教えていない人J ， 

bot ~nadáay，g 'l e) Y~ rまだ教えていない人々 J • 

mot 'nadaakuzhaa y~ rまだ買っていない人J ， 

bot bSnad'akuzhaa yg， rまだ買っていない人々 J • 

g 5 - 1 -18. 現在継続否定形

fi 2 -20 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞 t g~ t 均十 bagaa t 語幹

という構造で、文末にye を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:Sgar-b6gaackc)cdx(+IV).

B型: Sg)nb'gaaX. 

43 

(以上 B型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)

(以上 A 型)

(以上 B 型)
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mot ag 灯油4gaayjgd19yg 「もう教えていない人J ， 

bot bdg ，灯油'gaaySg' la y~ rもう教えていない人々 J . 

mot agð~b，gaakuzhaa y~ rもう買っていない人J ， 

bot b~g3r~b~gaakuzhaa ye rもう買っていない人々 J . 

~ 5 -1 -19. 現在習慣否定形

~ 2 -21 に見た形に対応する直接修飾形は、

主格接辞+ a + ree +語幹

(以上 A 型)

(以上 B 型)

という構造で、文末にy~を置く。アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:64r6ecd(C)cGx(+IV).

B 型:64rhcfx(+V).

mot Ilydddeydgj13yg 「教えない人J ， 

bot b仙台yj613YE 「教えない人々 J . 

mot nY6614eKGzhaa ygf 買わない人J ， 

bot ba'ree 凶zhaa y~ r買わない人々 J . 

6 5 - 2. 間接修飾形

(以上 A 型)

(以上 B 型)

名詞が動詞のあらわす行為の主体をあらわすのでない場合( r間接修飾J と呼ぼう〉の

形も、構造、アクセントともに直接修飾の場合に等しい。ただし、主格接辞は、当然のこ

とながら、被修飾名詞に呼応するのでなく、動作の主体に呼応する。若干の例をあげてお

く。

K616rgmiaK6zhaa yg f私が買った本(将l~r~)J ， 

K616re baaldzhaa yg f彼らが買った本J . 

K616rg 14KGzhaa ygf 私が買った本J ， 

KGljrg b414zhaa YE f彼らが買った本J . 

6 6. あとに目的語等が続く場合

cf. 6 5 - 1 - 1. 

cf. ~ 5 - 1 - 2. 

これまでは、あとに目的語等が続かない場合を見てきたが、ここでは、続く場合につい

て概観する。

まず、 A型が~chc)cdx(+I) というアクセントの場合、多くは、それが~CV(C)C~
( + IV )となる(変わるのは、語幹がcvv または~CV(C) であるものがcd 、 ~CV(C) と/ ハ



なる場合である)が、その直後に iであらわされるアクセントの名詞が来ると、名調のア

クセントが Xとなることを指摘しておきたい。

Iliaabff K54( 〈IBaabfi+kjd) 『私は子供(k~g!> をたたいたJ ・ cf. 6 2 - 1. 

以下、この点の記述は省略する。

ある動詞活用形に続く名詞が続く場合、その名詞のアクセントが次のように変化する。

mot r人j -+ 
ハ
mot ， 

間 ar' r妻J ~惨 mw ノara ， 

dile rライオンJ ..... ・ー d11e ， 

bidile rライオン(複数) J ~惨 bid イle.

すなわち、語幹冒頭を下降調(直後に (C)V があれば「高J )にし、その直後が高ければ低

くする、という変化である。この変化をは変イtJ と呼ぶことにする。

62- 1に見た遠過去形の場合、 A 型はSaCV(C) cV X ( + I )が SaCV(C)CVX ( + IV )と

^ ^ 
なり、 B型はSaCVX ( + 11 )が SaCVX ( + V )となるが、直後の名詞には α変化はおこら

ない。

maalwang' laa mot r私は(ある)人を呼んだ J

maJ 帥 i mot r私は(ある)人をおこした J • 

62-2 に見た過去形の場合、 A 型はacv(c)cVX ( + 1 )が icd(C)CGX(+IV) となる

が、 B 型はjx のままであるo この形の場合、直後の名調にはα変化がおこる。

m41wdng'laa Ilist f私は(ある)人を呼んだ J

m~:i.~mzhi mot r私は(ある)人をおこした J • 

62-3 に見た現在形の場合、 A 型はS1geed(C)c 合 (+I)/626cd(C)cdx(+I)

がSlg~CV(C)CVX ( + IV ) / ~ぷCV(C)CVx ( + IV )となり、 B型はiAcfk(+II) が

8ぷc?x(+V) となるが、直後の名詞にはα変化はおこらない。

m~g~lw'ng' laa 'mot r私は(ある)人を呼んでいるし

b{g'lwang' laa mot r彼らは〈ある)人を呼んでいる J

防防白mzhi mot r私は(ある)人をおこしている J ， 

b$g ゐ;帥 i mot r彼らは(ある)人をおこしている J • 

62:-4 に見た未来形の場合、 A 型はStgcd(C)COX(+i)/622C ず(C)CVX ( + 1 )が

Steed(C)cdx(+iV)/62ed(C)cdx(+IV) となり、 B 型はそのままであるが、とも

に直後の名調にα変化がおこる。

meelwang' laa 前t r私は(ある)人を呼ぷ J ， 
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b~~l~ng' laa m~t r彼らはくある)人を呼ぷ J

m~~tamzhi mot r私は(ある)人をおこす J ， 

b~~hmzhi 回6t f彼らは(ある)人をおこす J • 

~ 2 ー 5 に見た遠未来形の場合は、面白いことに、 A型のSicず'(C)C~X ( + 1 )、 B型の

S:X(C)V(C) ( + 111 )がともに鈎となり、直後の名詞に α変化がおこるo

má~lwang' laa m6t r私は(ある)人を呼ぶ J ， 

bá~lwang' laa m6t r彼らはくある)人を呼ぷ J

m~'famzhi m8t r私は(ある)人をおこす J ， 

b'a~tamzhi IDOt r彼らは(ある)人をおこす J • 

~2-6 に見た逮過去進行形( 1 )では、 A型のSaded(C)cdx(+I) がSAcd(C)cdx

( + IV )になり、 B 型はそのままであり、直後の名詞にα変化はおこらない。

maar~lw'ng' laa mot r私は(ある)人を呼んでいた J

maar~iamzhi mot r私は(ある)人をおこしていた J • 

~2-7 の遠過去進行形 (2) では、 A型のSadjmcd(C)cdx(+i)がSad'~Cず(C)cdx
( + IV )になり、 B型はそのままであり、直後の名調にα変化はおこらない。

maad~~lw'ng' laa mot r私は(ある)人を呼んでいた J ・

maad'r~おmzhi mot r私は(ある)人をおこしていた J • 
/ " 1  ，， /  / 

~2-8 に見た過去進行形( 1 )では、 A型のS~CV(C)CVX ( + 1 )が S伶 CV(C)CYX( + 

IV )になり、 B型のinc?x(+II) が~nCVX( + V )になり、直後の名詞に α変化がお

こるo

dmlwdIlg'laa InSt 「私は(ある)人を呼んでいた J

mSmS2hzhi16tf 私は〈ある)人をおこしていた J • 

~2-9 の過去進行形 (2) では、 A型のid，氏イ(C)cdx(+I) が~dð~CV(C)tvX( + 

" ^ 〆〆 ^IV )になり、 B型はSdanCVX ( + 11 )か SdaraCVX( + V )になり、直後の名詞に α変化

がおこるo

m'd~r'lw'ng' laa mIo t r私は(ある)人を呼んでいた J

IBidM6dlnzhidt 「私は(ある)人をおこしていた J • 
/ " ~ 2 -10に見た現在継続形では、 A型のSg~naaCV(C)CVX ( + 1 )が Sg 抑制ct(C)cfx(+

~ A 

IV )になり、 B型はS~naaCVX ( + 11 )がSg~naaCVX ( + v )になり、直後の名詞に α変

化はおこらない。

m~g~naalw'ng' laa mot r私はまだ(ある)人を呼んでいる J
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「私はまだ(ある)人をおこしている J • 

~ 2 -1H こ見た腕習慣形では、 A 型のirjcd(C) 仇( + 1 )村山イ (C) 伽( + IV ) 

になり B 型の6向Gx(+II j がS~CVX ( + v )になり、直後の名詞に α変化がおこる。

mdr61wdng'laa 1118t 

m~r会;mzhimGtf私は(ある)人をおこすJ • 

ma~naai~mzhi mot 

「私は(ある)人を呼ぶ J

~ 2 -12 に見た逮過去否定形では、動詞アクセントは変わらないが、直後の名調にα変

maalw~ng' laa di mot 

IBaasSnzlli di IB8tf 私は(ある)人をおこさなかった J • 

~ 2 -13 に見た過去否定形では、 A 型のSIai6/624EE がStaX e /626x e になり、

f ノーー 〆r
B 型もSlaX e / SzaX eがSlaX e / SzaX e になり、直後の名詞にα変化がおこる。

maalwang' la e mot 

b"lwang' la e mot 

『私は(ある)人を呼ばなかった J

化がおこる。

「私は(ある)人を呼ばなかった J

「彼らは(ある)人を呼ばなかった J

「私は(ある)人をおこさなかった J ， 

「彼らは(ある)人をおこさなかった J • 

~ 2 -14 に見た現在否定形では、 A 型のSIgawcd(C)cdx(+I)/526 ゐV(C)C Vx
( + 1 )が SEgeracd(C 〉cdx(+IV)/526Acd(C)cdx(+IV) に、 B型のSzprach

I _~__ " . _ _ ~ _1'_ !. /ノ A

( + 1 1 ) / S z ga ~ CVX ( + 1 1 )が Slgd f3 CVX ( + V ) / Szg~ráCVX ( + v )になり、直

maa~amzhi e 両t

ba'hmzhi e mot 

『私は(ある)人を呼んでいなしリ，

『彼らは〈ある)人を呼んでいない J

後の名調にはα変化はおこらない。

mag3r~lw'ng' laa mot 

b6641wing'laa mot 

m3g3~t~mzhi mot r私は(ある)人をおこしていない J ， 

bddr ね'3mzhi mot r彼らは(ある)人をおこしていなしリ.

~ 2 -15 に見た未来否定形では、動調のアクセントは変わらないが、直後の名詞にα変

『私は(ある)人を呼ばない J ， 

「彼らは(ある)人を呼ばない J

「私は(ある)人をおこさない J ， 
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化がおこる。

「彼らは(ある)人をおこさない J • 

. 6 2 -16に見た逮未来否定形では、動詞のアクセントは両型ともs~x dI が5'X di となっ

て、直後の名詞にα変化がおこる。
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，. ^ 
maalwang ・laa di mol r私は(ある)人を呼ばない J

má~~amzhi di mot r私は(ある)人をおこさない J • 

~ 2 -17 に見た遠過去進行否定形では、 A 型のほうが、 Sadi ゅddcd(C)cdx(+I) から

Sad'r~d'CV(C)C~X ( + IV )に変わり、直後の名詞には α変化はおこらない。

四aadárad~l~ng' laa mot r私は(ある)人を呼んでいなかった J

maad'rðd~j~mzhi mot r私は(ある)人をおこしていなかった J • 

~ 2 -18に見た過去進行否定形においては、 A型のほうが SIad66ωイ(C)C~X ( + I ) 

/ S26deerèCV(C)C~X ( + 1 )が 64deerdcJ(C)C4x(+IV) に、 B型のほうが s，ad66ω?x
(+ii)/626deerdc ら( + 11 )から鈎 eerie ら( + V )になり、直後の名調に α変化

がおこるo

má'deer~lw'ng' laa mot r私は(ある)人を呼んでいなかった J ， 

b~~deer~lwàng' laa mot r彼らは(ある)人を呼んでいなかった J

m'adeer 臼おzhi m6t r私は(ある)人をおこしていなかった J • 
~，. I.̂  I、
báádeer匂~mzhi m(i t r彼らは(ある)人をおこしていなかった J • 

~ 2 -19 の現在完了否定形は、 A型 S，nad'aCV(C)CVX ( + 1 ) / S2nad'aCV(C)CVX ( + 

1 )が SI 刷 aaCV(C)CVX ( + IV ) / S2nadaaCV(C)CVX ( + IV )になり、 B型のほうは変

わらず、直後の名詞にα変化がおこる。

m~nad'alwàng' laa mot r私はまだ(ある)人を呼んでいない J ， 

b'nadaalwing' laa 皿Gtf 彼らはまだ(ある)人を呼んでいない J

manadaa おmzhi mot r私はまだ(ある)人をおこしていない J • 
I J . 介

b~nadáa~~zhi mot r彼らはまだ(ある)人をおこしていない J • 

~ 2 -20 に見た現在継続否定形においては、 A 型のほうはSgmbdgaad(C)cdx(+I)

がSgmbjgaacd(C)cdx(+IV) になり、 B型は変わらず、直後の名詞にはα変化はおこ

らないo

~g~~b，gaalw~ng' laa mot r私はもう(ある)人を呼んでいない J

mag~rðb~gaaj~mzhi mot r私はもう(ある)人をおこしていない J • 

~ 2 -21の現在習慣否定形は、 A型 Sar~eCV(C)CVX ( + 1 )がSar~eCV(C)CVX ( + IV ) 
A /0 

になり、 B 型 SareeCVX ( + I )がSar~eCVX ( + V )となり、直後の名詞に α変化がおこ

るo

四aarhlwing-laa IBGt f私は(ある)人を呼ばない J

皿aar~e~mzhi m~t r私はまだ(ある)人をおこさない J • 



~3-1-1 に見た対単数命令形は、動調のアクセントはA型B型とも Xに変わり、直

後の名詞にα変化がおこる。

lwang' laak 品t r (ある)人を呼べ J

羽田zhik niot r (ある)人をおこせ J • 

~3-1-2 に見た対複数命令形は、動詞のアクセントは、 A型はfgiaがXg" になり、
B型はCV(V)CXg'a がCv(v)cfg" になり、直後の名詞にα変化がおこる。

lwang' l"g" m8t r (ある)人を呼べ J

羽田zhfg661116t f( ある)人をおこせ J • 

~3-2-1 に見た対単数禁止形は、 A型は、 daaCV(C)CVX ( + 1 ) / daabdCV(C) cV X 

( + 1 )が daacd(C)cdx(+lV)/daabacd(C)ch(+IV) となり、 B型は、 daaX / 

daabaC 仇( + 11 )が daaX / daab~CVX ( + V )となり、直後の名調に α変化がおこる。

daal~ng' laa mat ， daabal~ng' laa mbt r (ある)人を呼ぶな J

daa~)mzhi 皿8t， daab3431nzhi ESt f( ある)人をおこすな J • 

~3-2-2 に見た対複数禁止形は、 A型bídaaaCV(C) cVX ( + 1 ) / b{daab~CV(C) cVx 
( + 1 )がb{daaCÝ(C)C~X ( + IV ) / bfdaabaC ず(C)CVX ( + IV )となり、 B型bidaaX / 

" bidaabaC Vx ( + 11 )が bidaaX / b{daab~CÝX ( + V )となり、直後の名詞に α変化がお

こる。

b{daal~ng' laa IDOt ， bfdaabalw'ng' laa mot r (ある)人を呼ぷな J

bidaa 伽 zhi 必t，bidaaba j.~帥 1 四ot r (ある)人をおこすな J • .̂ ~ 

~ 4に見た接続法形は、動詞のアクセントは変わらず、直後の名調にも α変化はおこら

ない。

sh~lwáng' l"k mot r (ある)人を呼ぼう J

shaJSmzhik mot r (ある)人をおこそう J • 

~ 5に見た連体修飾形の場合、語幹部分のアクセントが、対応する直説法形の目的語等

が続く場合の形にもともとなっている点(なぜなら、かならず砲があとにあらわれる)に

注目すべきであるが、後続名詞にα変化がおこるか否かについては、対応する直説法形と

等しい状態のようである。たとえば、~ 2 - 1 の形に対応する~ 5'- 1 - 1の遠過去形の

場合、 A 型がいcずCC)CVX ( + IV ) / S2aC1(C)C 咋( + IV )、 B型カ毛laC 食( +叩) / 

S2ac?x(+V )というアクセントであり、~ 2 - 1の形同様、直後の名詞にα変化はおこ

らないo

mot nyaalwang' laa mot ye r (ある)人を呼んだ人 J • 
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一方、 ~2-5 の形に対応する~ 5 ー 1- 5の逮未来形の場合、 A 型がS'X 、B型もsix
というアクセントであり、 ~2-5 の形同様、直後の名詞に α変化がおこるo

mot nyailwang' laa mst ye r (ある)人を呼ぶ人 J • 

以上、事実のみを記述したが、後続名調にα変化がおこるか否かに何らかの規則がある

可能性がある。しかし、名詞直前の語幹部分のアクセントのみからはα変化がおこるか否

かが予測できない。従ってたとえば同じように~c1(c)cvx ( + IV )とか~CVX ( + V ) 

とかの表示が可能であっても、それだけでは不十分で、後続名調にα変化がおこるか否か

の情報を与えた表記が必要になる。 ~C~(C)CVX ( + IV ， a ) 、 ~CV(C)cÝx ( + IV ， er )の

知き表記である。換言すれば、同様に~CV(C)CVX ( + IV )で表示することができても、

本質的には異なるアクセントであるととらえるべきである、ということである。

~ 6. 対格接尾辞

「はじめにJ に述べた適り、この言語には他の多くのパントゥ諸語に認められる対格接

辞はく接頭辞としては〉存在しないが、人称対格接尾辞といえるものは存在し、その形は

次の知くである。

単数 1人称 ma 複数 1人称 sh 'd 

2人称 wo 2人称 bi 

3人称 nyd 3人称 bwo 

アクセントは常に低く、動調のあとに目的語等が続く場合の形につく。~ 2 - 1の逮過

去形の場合、動詞アクセントは、 A 型SaCV(C)CVX ( + IV )となり、 B型SacGx(+V)

となるが、続く対格接尾辞は低い。

maalw'ng' laa nyd r私は彼を呼んだJ

maa~~mzhi nya r私は彼をおこしたj . 

~2-5 の逮未来形の場合、動詞アクセントはA型B型ともに鈎ととなるが、続く対格

接尾辞はやはり低い。

m~~lwang' laa nya r私は彼を呼ぷJ ， 

b'~lwang' laa ny~ r彼らは彼を呼ぶJ

má~~amzh i nYd r私は彼をおこすJ ， 

b'~ぬmzhi nya r彼らは彼をおこすJ • 

なお、I! IV 以外のクラスに対応する対格接尾辞もあってよさそうであるが、データ上は

確認できず、他のパントゥ諸語で対格接辞がよくあらわれる文脈で調べてみても、採取す



ることはできなかった。

おわりに

以上は、収集して得られたデータに基づく、現時点においてできる限りの分析である。

本論文で扱った動詞各活用形のアクセントがどのように決定されているのか、その決定

のされ方がどの程度に規則的であるのかといった検討は、後の機会に簸らざるを得ない。

しかし、 A 型語幹も B 型語幹もそのアクセントが一様でなく〈特に、 B型において一様で

なく〉、その変異が前の部分の違いによって十分に説明しきれそうにないように恩われる

ことから考えると、動詞アクセント全体が完全に規則的に決定されているとはいえないで

あろう。
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注

1)この言語の調査は、東京外大 A A 研加賀谷良平教授を研究代表者とする科学研究費補

助金によるパントゥ諸語調査の一環として、 1991 年にカメルーンの首都ヤウンデで行っ

た白調査におけるインフォーマントは、 1966 年にBertoua に生まれたKombel Georges 氏

である。父親はマカ一族、母親はカカ族である。同氏は、ヤウンデで宵勺たが、この当

時にいたるまでずっと父親と同居し、しばしば父親の故郷の村 (Bertoua から20km 離れ

たGueokong 村)に帰ることから、インフォーマントとして差し支えないと判断した。

2) 'I /y は、半母音としても用いられる。 ny で表記した音は、半母音y を含むものではな

L、。
子音前鼻音は、次の子音と同じ位置で閉鎖や狭めを形成する鼻音で、同一音葉と考え

るべきであるが、唇子音の前で園、その他で nで表記する。

3) 動詞のあらわす行為の主体たる人称もしくは主体をあらわす名詞のクラスに呼応して

音形交替する部分を主格接辞と呼ぷ。人称主格接辞とクラス主格接辞〈後述〉を分けて

あげているが、本質的には同種のものである。

4) 動詞のあらわす行為の対象たる人称もしくは対象をあらわす名飼のクラスに呼応して

音形交替する部分(対格接辞と呼ぷ〉を動調語幹直前に置くことができる言語が、パン

トゥ諸語の中では多数である。

5) rクラス」というのは、印欧露等に見られる「性J に似た名詞の下位箱崎であるが、

名詞のあらわすものの自然的性には関係がなく、かっ、 「性J よりずっと数が多い。た

だし、この言語では、本文に見る知く、ひどく崩れている。

6) A 型というのは、パントゥ諸語の段階で語幹第一音節の高かった動詞の系統をひくも

の、 B 型というのは、パントゥ諸語の段階で語幹第一音節を含めて低く平らな動調の系

統をひくものである。

1) r調整規則 J というのは、アクセントを統一的に表示した場合に、主として語形が短

い時に調整的言明が必要になることがあるが、それをさす。

8) r調整規則 IIj と同じ文言であるが、語尾まで含めてのアクセント表示なので、別扱

いにした。
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